■ 新世紀経済社会における消費者・消費者問題を考える

慶應義塾大学産業研究所石岡　克俊

○ 序・問題意識共有のために


・この講演の射程



「第三・千年紀」、「新世紀」



「消費者の権利」の意義（より豊かで生き生きとした暮らしの前提）


・より豊かで生き生きとした暮らしのために



経済社会の変化



消費者自身の認識の変化



消費者問題の推移の観察

○ 新世紀経済社会とはどんな社会か


・消費のサービス化の進展


・情報技術革命の深化


・経済のグローバル化と規制のハーモナイゼーション


・人口構成の少子高齢化


・規制緩和後の経済システムの定着


・環境保全の要請

○ 消費のサービス化の進展


・サービスに対する消費支出の増加


・消費生活相談に占めるサービスの割合


・サービス及びサービス取引の特徴



提供と消費の同時性・復元返還の困難性



無形性・不可視性



品質の客観的評価の困難性



サービスの複合性

○ 情報技術革命の深化


・新しい形態の取引（電子商取引）の出現（B2C、ネットオークション…）


・「コト」（情報）取引の増加


・個人情報（プライバシー）保護の必要性


・デジタル・デバイドの問題

○ 経済のグローバル化と規制のハーモナイゼーション


・消費者による海外事業者との取引の容易化


・規制（とりわけ社会的規制）の国際的協調の流れ


・輸入品の安全性

○ 人口構成の少子高齢化


・高齢者の問題（加齢による一次的人間関係の喪失）



被害の経済的不可逆性・高額性



未経験製品・販売方法の出現



被害の非共有性→非顕在化



高齢者のバルネラビリティ（健康不安・孤独感）


・子どもの可処分所得増加（？）

○ 規制緩和後の経済システムの定着


・「公正かつ自由な競争」と「選択の自由」


・表示規制の重要性


・いわゆる「自己責任」とその前提


・製品・サービスに対する知識ギャップ減少への工夫

○ 環境保全の要請


・化学物質による健康侵害

ダイオキシン汚染の拡大・深刻化



シックハウス症候群の問題



内分泌攪乱化学物質（環境ホルモン）


・循環型社会への移行

○ 消費者・消費者問題の現在


・「消費者」のすがた


・「消費者問題」の所在


・経済・社会の変容と「消費者・消費者問題」

○ 「消費者」のすがた


・「消費者」の特性



人間の多面的な諸活動のうち「生活し、生存する活動」の側面



「消費者」・「生活者」


・「消費者」像のひろがり



購買・取引行動の主体：40代女性から自らの年齢・世代を消費者と認識する傾向

○ 「消費者問題」の所在


・「消費者問題」とは



消費者・事業者間の格差



生活・生存のための活動


・「消費者被害」、「消費者主権」そして「消費者の権利」



消費者のモノ・サービスに関する期待・信頼のギャップ



「消費者主権」（経済学的・規範的概念）＞「消費者の権利」（法律学的・事実的概念）


・経済・社会の変容と「消費者・消費者問題」

○ ゆたかな時代（成熟時代）の消費者問題（二重構造化）


・消費者における二つの側面（「弱者」としての消費者・自らの価値を実現する消費者）


・消費者問題における二つの側面（「安全性・物価の問題」から「サービス・契約の問題」へ（!?））

○ 「消費者の権利」の確立


・消費者の権利確立へのアプローチ（1）


・消費者の権利確立へのアプローチ（2）


・保護される「権利」から自ら行使する「権利」へ

○ 消費者の権利確立へのアプローチ（１）


・消費者運動によるアプローチ



共同購入、生産・販売のコントロール（生協）



反トラスト運動（農民など）


・民事訴訟によるアプローチ



民事的権利確立の方策（現行法制度の基本）


・消費者行政によるアプローチ



消費者運動による問題提起とそれに対応する行政権限の行使

○ 消費者の権利確立へのアプローチ（２）


・消費者自身によるアプローチ


・消費者によるアプローチへの必要的前提



民事ルールの整備・拡充（製造物責任法・消費者契約法・金融サービス法…）



訴訟手続の整備・充実（少額訴訟制度・ＡＤＲ（代替的紛争解決）制度…）



消費者の行政運営への参画（私訴制度・パブリックコメント…）

○ 保護される「権利」から自ら行使する「権利」へ


・これまでのアプローチは可能か(?)


・社会・経済構造の変化との関係


・消費者の意識の変化（積極的に情報（収集・発信）活動をする消費者）


・国民運動的手法の限界（消費者問題及び消費者自身の価値観の多様化）


・政策選択・企業決定への参加及び相談などの支援的手法

○ おわりに－期待と提案


・人材の確保について



「関心の原体験」とインターン



ボランティア・パラドックスの解消



高齢者の活用・世代間連帯


・情報の共有化・組織化と情報のハブ化



人材を結びつけるフォーラム（場）の提供



研究会方式は今後も可能か


・消費者問題の構造変化にいかに対応するか



消費者・消費者問題の二重構造化


・「異議申立て」機関から「スタイル提案」機関へ
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